
  
  経済回収率から見た志津川湾におけるホシガレイの放流サ

イズの検討

  誌名 宮城県水産研究報告
ISSN 13464329
著者名 小野寺,毅

渡邊,一仁
芳賀,圭悟
伊藤,大介
伊藤,博
及川,浩人

発行元 宮城県水産研究開発センター
巻/号 13号
掲載ページ p. 7-14
発行年月 2013年3月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



宮城水産研報室喜 13号， 2013
Miyagi Pre王Rep
Fish. Sci. No.13, 2013 

7 

経済回収率から見た志津川湾におけるホシガレイの放流サイズの検討

小野寺毅＊l・渡透一仁＊I・芳賀 三副書キ2・伊藤大介寧3・伊藤？ず3・及J11 浩人容4

Study on the Relationship betwwen Release Size and economic return rate of spotted halibut 陪r叫pervarieg，αtes 

in Shizugawa Bay,Japan 

Takeshi ONODERA *1 ,Kazuhito WATANABE宇1, Keigo HA GA •z ,Daisuke ITOペHiroshiITO勺

and Hiroto OIKA WA *4 

キーワード：ホシガレイ 小型種苗経済回収率放流サイズ放流時期

ホシガレイU!rspervariegatusは，九州，韓盟，中国の掬｛手，東

シすす毎沿岸及び岩手県から福島県の三睦沿岸中心iこ多く見られ

る。オ曜は，カレイの中ではブゼ型で成長も比較的早いことや市

場性も齢、ことからとラメに次ぐ和音漁業種として注関され，

全国各地で技術開発が進められてきた。宮城県においても本種

の放流は1998年から実施しており，近年，種苗生産技街開発に

より数万毘単位で、の方＆＇IJ誌が可能となった。一方，種苗般流技術

では，その方&i流に適したサイズ，時期，場所，方法等を明らか

にして放流魚、の生残率を向上させることが求められている。ま

た，単に脱走魚の生残率や回収率を高めるだけでなく，業態音漁

業を成立させるためには，費用対効果についても考慮しなけれ

ばならない。これまで‘，放流に適したサイズに関する研究が様々

な魚種について行われてきており，特にヒラメ1i, トラフグ2i,

サワラ司，マダイ4）などで、出経詩的な銑乾からも議論されている。

方女流種苗の損益については，経済屈i収率を用いて北田、3検討を

行っている。ホシガレイにつしても放揃重苗の小型イヒ？や放流サ

イズ乃が検討されているが，経済的な観点から議論したものはほ

とんどなし、。

そこで本研究では，志j陶，，湾において従来よりもイ型の種苗

を放流し，この2放流群について回収状況を比較し，経済屈収

率の銑京も考患に入れて方&i荒サイズを検討したので報告する。

材料と方法

1 掛荒種苗

2006～20的年の中間育成，放流の結果を表1に示した。また，

放流場所を闘に示した。放流種苗は，宮城県水産制f総合セ

ンター養殖生産部（以下， f県センター」とし、う）で生産され，

概ね全長40mmで南三部可権浜高茂利用描設に嫌入され， 10t 

角形水措2槽で中間育成されたものである。放府組への標識

にはアリザリン・コンブレクソン（以下，「ALCJ という）に

よる耳石染倒禁識を郎、た。材輸では，種革の全長が概ね65

mmに達したとき（以下， じH型車重苦j とし、う）に謹蕗の一部

（概ね5～10千尾）にl毘問の標識を装着した後に半数ほど掛戒

し，全長カ糠ねlOOmmlこ達したとき（以下，「大型種苔」とし、

う）に残りに2回目の標識を装着して放流した。ブゼ型種苗の放

流場所は2000年から鋪装している放流場所またはその付近と

しト13), 1j型種苗の放おfE:I議所は，本種の停魚が極浅所に着底す

る報告ちがあることも考慮して，大型種苗よりも水深が浅い場

所から放流した。海水に諮かした20ppmALC瀦夜に24時間浸演

する方法により標識を装着し，その後約1週間餌育を続けて標

識装着による大きな減耗等がないことを轍悲した。また，標識

状況の確認については，放流前に銅育水槽内から種苗50尾を採

切桂樹縦、合センター， d水産掛：？総合センター気仙沼水産持鰯，ホ3宮城県庁樹木水蹄Z，時南ミ三趨llJ
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表1 2006～2009年中間育成，放淵古果

中間育成

開始年月日

中間育成

開始尾数
（尾）

中間育成

開始時の

平均全長（mm)

放流年月日
放流尾数 ー 放流時の平均

放流場所
（尾） 全長（mm)

標識の種類

2006年6月15日 5:000 折立地先 65.5 ALC一重
2006年4月26日 22,200 44.7 3,700 林地先 105.7 ALC二重

2006年9月12日

2007年6月21日

2007年5月8日 55.3 
2007年9月6日

25,000 

2008年7月4日

47.5 
2008年9月11日

2008年5月14日 12,000

蔚土地理焼承認平14総複第149号

図1 放流場所

2009年8月11日

2009年9月11日

．：大'l.:i事重苦放流場所（2006～2009年〉
.& : ！）型種替紋流場所（200印刷年）
ム・小型車重奮放流場所（2008,2009年）
.，移動範隠j巴JI調査放j車場所

(2007,2008年）

※県全体の図は白地図Kenmapにより作成した。

集し，有目闘員iJの属平石を取り出して蛍光顕鱗克下で観察を行っ

た。

2006年肪璃平

種苗は4月26日に平均全長44.7mmで、南三陸町に搬入され，小

型種苗を6月15日に平均全長65.5mmで、5千尾，折立地先の水深

2mの場所へ放流した。放流場所の折立地先は折立川の河口近

くで干潟から伸びる遠浅，底質は砂泥で付近にはアマモが分布

している。また， 9月12日に平均全長105.7mmで3.7千尾を放流

した他に，背鰭切附票識実証訴験用に平均全長103.4mmで＇12.3

千尾を林地先の水深3～6mの場所へ放流した。放流場所の林地

先は水尻川｜の河口近くで，底質が砂で、アマモが点在している。

12,300 林地先 103.4 背鰭後部切除

。，LUU 折立地先

3,800 林地先

67.1 

108.4 

16,000 林地先 99.9 

1,000 平磯地先 105.7 

2,900波伝谷地先 70.4 

2,200 林地先 107.8 

5,200 林地先 110.0 

1,000 平機地先 116.1 

1,500 波伝谷地先 68.7 

1,500 林地先 82.7 

中間育成の生残率は94.6%で＝あった。

2007年脱税草

ALC一重

ALC二重

背鰭前部切除

ダートタグ（桃色）

ALC一重

ALC二重

背鰭中央部切除

ダートタグ（緑色）

ALC一重

ALC二重

5月8日に平均全長55.3mmで南三陸町に搬入され， 6月21日に

平均全長67.lmmで3.2千尾を折立地先の船揚場のスロープ。か

らバケツリレーで放流した。また， 9月6日に平均全長108.4mm

で3.8千尾の他に，背鰭切除標識実証試験用に平均全長99.9mm

で16千尾を林地先に，移髄個把握調査用に平均全長105.7mm

でI千尾を平磯地先に放流した。中間育成の生残率は%.0%であ

った。

2008年放流群

5月14日に平均全長47.5mmで、南三陸町に搬入され， 7月4日lこ

平均全長70.4mmで2.9千尾を波伝谷地先の波打ち際へ放流し

た。放流場所の波伝谷地先は底質が砂で、アマモが分布している。

また， 9月11日に平均全長107.Smmで2.2千尾の他に背鰭切除

標識実証誤験用に平均全長llO.Ommで、5.2千尾を林地先に移動

範囲担当屋調査用にll6.lmmで1千尾を平磯地先に放流した。

2009年放j澗草

種苗生産が不調のために尾数がまとまらず，南三閉 Tに種苗

を搬入せずに県センターで、放流するまで銅育を行った。8月11

日に平均全長68.7mmで波伝谷地先に， 9月11日に平均全長82.7

mmで林地先に放流した。
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2 経済回収率

方&l流サイズ］ljに損益7.J'il安田収率5）を求めるために，以下のシ

ミュレーションを行った。

( 1 ）黒センターにおける種苗生産経費

ホシガレイの種萌経費については， 2005年度の県センターの

種苔生産全体（ホシガレイ，マコガレイ，ヒラメ，クロソイ）

での経費を下記に示した方法で計算した。この経費を種苗生産

馬数107,900尾で徐し，県センター出荷段階におけるl尾当たり

の種苗経費を算出した。

1 ）様料費

旬ごとに魚種ご、との使用水量および水温から熱量を算出し，

側料費を街全した。

2）電気料

旬ごとに魚種ごとの使用水量を算出し，電矧：ヰを使用水量で、

按分した。

3）資材，館代

2005年度の使用指賓とした。

4）人件費

人件費については，下記のとおり仮定して算出した。

① 人数はホシガレイの種詰生産に関わった正職員1.5入，臨

時職員3人とした。

②期間は県センターが生躍を始め，南三陵町に出荷するまで

のl～4月の4ヵ月間とした。

③ 正職員の給与は2006年当時の公務員平均年収とし，臨時職

員の月収は2006年端賓とした。

なお，生産経費の中に施設の減｛面積却は含めていなし、

(2）協定サイズ別の放流魚1尾あたりの種苗生産経費

方~涜サイズ］IHこ方知芯魚l尾あたりの種革経費を下記に示した

方法でIR毎に計算した。なお，南三脚丁への搬入尾数と擁入

サイズは，本県の計画に従い，それぞれ20,000尾と40闘とした。

① ( 1）で算出した県センター出荷段階における1尾当たり

の種高経費に搬入尾知0,000尾を乗じた金額に種苗輸送

経費を加えた。なお，種芭輸送経費は2005年錨責とした。

② 放流サイズは4伽粗から120nmまで、を依定し，中間育成期間

中のお開成長量を0.551mm／日（2000～2006年の平均｛釦

とした。

③ 中間育成期間中の日間生残率を0.999 （中間育成が安定し

た2003～2006年の平均価とし，放流尾数を計算した。計

算したサイズ別の放済局数を表2に示した。

表2 放流サイズJjlj紛定数

中間育成 放流サイズ 放流尾数

日数 (mm) （尾）。 40 20,000 

18 50 19,563 

36 60 19, 136 

45 65 18,926 

55 70 18,695 

73 80 18,286 

91 90 17,887 

109 100 17,496 

127 110 17,114 

145 120 16 740 

④ 1日あたりの電矧引こっし吋は， 2005年錨震からホシガレ

イ餌育期間中の1月当たりの電矧：ヰから餓育期間外の1月

り電鰯斗を差し引し、た額を30日で除した金額を用い

た。

⑤ 113の給餌最を魚体重の3%と与えることとし，官酔：i代は

2005年当時の金額を用いて，消費した袋単位で計算した。

なお，中間育成中の全長（x）と体重（y）の関｛系式は

y ( g) =O. 0095×x3.糊（cm)

(2006年測定値）とした。

⑥ 中間育成期間中に1人雇用しており，その人件費を2005年

宮城県の最低賃金（日額）とした。

(3) 肪荒魚1尾あたりの回収金額

放流魚1尾あたりの自~又金額を下記の手）I慎で計算した。

① 年齢別回収率を次のように算出した。

i 気他沼及ひ？志津：J11魚市場における2006年末自主点の2000～

2004年放流群の年齢；Jjlj回収尾数（表3）ゆから年齢別回収率を算

出し，その平均値と各年齢別回収率の回収率全体に占める害1］合

（以下，「年齢別回収率の割合」という）を求めた（表4）。

放流年

2000 

2001 

2002 

2003 

2004 

3 2000～2004年方対東群年齢；Jjlj回収尾数

(2006年米時点）

放；荒廃数

（廃）

4,500 16 154 

4,700 209 82 17 19 

5,800 135 102 113 

22,200 13 258 208 

6,030 23 18日

註 年齢別回収率の害l沿は，回収率が変動しても変わらないも

のと仮定する。回収率が3～13%に変動したときの各年齢別回

収率を表5に示した。表4で示した年齢別回収率に表2に示した
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放流サイズ)j!J放流尾数を乗じて，放流サイズ別の年齢別回収尾

数を算出する。

表4 2000～2004年放府平年齢別回収率とその平均値

(2006年末時点）

放流年
年齢別回収率（%）

合計
1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

2000 0.36 3.42 2.29 0.89 0.00 6.96 

2001 0.15 4.45 1.74 0.36 0.40 7.11 

2002 0.12 2.33 1.76 1.95 6.16 

2003 0.06 1.16 0.94 2.16 

2004 0.38 2.99 3.37 

平均値 0 21 2.87 1.68 1 07 0 20 6.03 

年齢別回収率
3 53 47 56 27.89 17 68 3.35 1000 

の311合（%）

表5 年齢別回収率（%）

回収率（%） 1藍 2藍 3藍 4藍 5盆
3.00 0.11 1.43 0.84 0.53 0.10 

4.00 014 1.90 1.12 0.71 0.13 

5.00 0.18 2.38 1.3日 0.88 0.17 

6.00 0.21 2.85 1.67 1.06 0.20 

7.00 0.25 3.33 1.95 1.24 0.23 

8.00 0.28 3.80 2.23 1.41 0 27 

9.00 0.32 4.28 2.51 1.59 0.30 

10 00 0.35 4.76 2.79 1.77 0.34 

11 00 0.39 5.23 3.07 1.94 0.37 

12.00 0.42 5.71 3.35 2.12 0.40 

13.00 0.46 6.18 3.63 2.30 0 44 

③気仙沼及ひ志津川魚市境周査から放流年を推定するため

に用いた Age-LengthKeyを放流年から全長に変換するために

まとめ直したものを表6に示した。これを用いて，②で算出し

た年齢別回収尾数を全長別回収尾数に変換する。

表6 年齢と全長の相関表（雌臥み）

30cm未満 30cm以上 35cm以上 40cm以上 45cm以上 50cm以上
35cm未遁 40cm未遁 45cm未活 50cm未遁

1才 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

2才 0.68 0.23 0.07 0.02 0.00 0.00 

3才 0.29 0.29 0.18 0 22 0.00 0.02 

4才 0.10 0.00 0.20 0.20 0.40 0.10 

5才 0.00 0.00 0.50 。。。 。。。 0.50 

④全長別回収尾数に全長の各附設の中央値を下記の全長 σL)

と体重（酬）の関係式により体重に変換し，尾数に乗じて全長

別回収重量とする。

BIV (kg) =O. 0122×TL (cm) 旦棚l×1,000 

⑤④で算出した全長別回収重量にホシガレイの体色異常魚

（活魚）の平均全長別単価を乗じて放流魚の水揚金額を算出し

た。表2で算出した放流尾数で除して放流魚l尾当たりの回収金

額を算出した。 なお，平均全長別単価については， 2000～2006

年に地方卸売市場気仙沼市魚市場（以下，「気仙沼魚市場」）お

よび南三脚T地方卸売市場（以下，「志出｜｜魚市場」）へ水揚げ

されたホシガレイの活魚について体色異常の有無別に単価調

査した結果であり，体色異常魚の単価を表7に示した。

表7 気仙沼及ひ志津川魚市場に水揚げされた

ホシガレイ体色異常魚の単価

30cm以上 35cm以上 40cm以上 45cm以上
30cm未満 50cm以上

35cm未満 40cm未満 45cm未満 50cm来着

単価
（円／kg)

660 1,622 2,374 3,038 4,089 5,000 

3 放流魚の採集

放府重苗のほとんどに無闘員！Jに黒化が認、められるため14,15)' 

2008～2010年に魚市場へ水揚げされたホシガレイの中からこ

れらの一部をサンプルとして購入した。サンフ。ルを購入した魚

市場の位置を図2に示した。志津川魚市場では，主として放流

場所で、ある志津川湾の漁獲物が水揚げされる。また，放流場所

から約30km北にイ立置している気仙沼魚市場，本県でホシガレイ

の水揚量が一番多く，本県全体の約3～5害ljを占める石巻市水産

物卸売市場石巻売場（以下，「石巻魚市場J）からも購入した。

購入したホシガレイは，魚｛本測定後に耳石を採取し，札叶票識

の確認、と輪紋による年齢査定を行った。

国封世期事＼＇iMZ平14＊＇！液第 149号

気仙沼魚市場

志津川魚市場

石意魚市場

図2 放流魚を採集した魚市場の位置

※地図はKenmapにより作成した。
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ALC標識魚の確認尾数と確認率（%）

(2010年度末時点）

2006 

大型種苗

3,700 

11 

0.30 

小型種苗

5,000 

20 

0.40 

3 800 

7 

0.18 

2,200 

3 

0.14 

1 500 。

3 200 

18 

0.56 

2,900 

11 

0.38 

1 500 。

放流尾数（尾）

確認尾数（尾）

確認率（%）

放流尾数（尾）

確認尾数（尾）

確認率（九）

放流尾数（尾）

確認尾数（尾）

確認率（%）

放流尾数（尾）

確認尾数（尾）

確認率（%）

放流尾数（尾）

表8

放流年

滅失した。結果

回収率を3～13%に変動させたときの放揃重苗l尾あたりの

種苗経費と回収金額の関係を図3に示した。損益企Y皮回収率は，

中間育成をしない（全長40mm）場合では5.2%，イ型種苗（全

長65mm）の場合では7.0% 大型種苗（全長lOOmm）の場合

経済回収率

2007 

2008 

2009 

0.00 
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0.19 

0.00 
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考察

志津川湾における本種の回収率が求められているのは， 2000

年放況諸手以降である。2007年12月末日時点でほぼ困収が終了し

放流魚1尾当たりの種苗経費と回収金額

小型種苗と大型種苗の回収

2006～20的年各放潮干のALC標識は，観察した個体すべて明

瞭に観奈され，小型種苗，ブぜ型種苗ともに標識率は100%であ

図3

2 

てしもと考えられた2000,2001年放瀬幸の回収率はそれぞれ

6.96%, 6.70%であり 13），放流サイズ、はそれぞれ118.lmm8l,

106.7mm切で、あった。これらの結果から，従来の放流方法（大

型種苗の放流方法）による回収率が7.0%と仮定すると，経済回

収率は0.66となり，回収金額よりも種苗経費が上回る結果とな

った。回収率が7.0%で，経済回収率がlを上回るのは，イ型種

苗の放流サイズ、で、ある全長65mmの場合で、ある。本誤験の結果

により，；J型種苗の掘忍率カザ型種苗のそれと同等あるいは上

魚市場別ALC標識魚の確認率（%）

（）内は尾数

表9

購入したサンプル数は，気仙沼，志津川両魚市場から94尾，

石拳魚市場から1%尾であった。2006～20的年各放流群毎の放

流尾数，購入したサンフツレの中からA凶 標識が確認された尾数

「確認尾数」）と確認率（確認尾数÷放流尾数×JOO)

を表8に示した。2009年を除く各放潮干とも；J型種苗の確認、率

がM:!種苗のそれよりも大きかった。また，確認、率を県北部に

位置する気仙沼，志津川両魚市場と石巻魚市場に分けてみると，

気仙沼，志津川両魚市場から購入した2006年放流群のサンプル

を除き，；J型種苗の磁認、率はM:!種苗のそれよりも大きかった

（表9）。石巻魚市場で採集したすべてのサンプノレが，／閣底曳

船または沖合底曳船で、漁獲されたもので、あった。なお，

った。

（以下，

放芝田

~ 
魚

罵
あ 1由

た
り
の
包
収 too
金
銭

石巻魚市場
気仙沼・志津川

魚市場放流年

2010 

年度に気仙沼，志津川魚市場から購入したサンプルについては

ALCf;票識を確認したが，石意魚市場から購入したサンプルにつ 大型種苗小型種苗大型種苗小型種苗

0.14 (5) 

0.03 (1) 

0.26 (13) 

0.26 (9) 

0.16 (6) 

0.16(6) 

0.14 (7) 

0.28 (9) 

2006 

2007 

いては，耳石を採取したものの2011年3月11日に発生した津波に

より，ALct票識を確認する前に滅失した。また，気仙沼，志津

川魚市場から購入したサンプルの魚f柑則定デ、ータにっし、ても 0.14(3) 0.38(11) 2008 
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回ったことから， d型種苗放流による回収率は，大型種苗のそ

れと向等あるいはそれ以上となる可能性があり，経済回収率も

lを上回ることが期待される。

一般的に，放流サイズは大きい方が生き残りがよいと考えら

れており，放流謹苗の減耗の箇強的な要閣は被食であると考え

られている16)。小型種苗の確認剥ザ甜種苗のそれと同等ある

いは上回る理由として制定時期による鱗斗環境の違いが考え

られる。放読躍苗の減耗の直接的な要因が飢餓によるものとは

考えにくいが，古田川はヒラメ天然稚魚の飢餓による被食が増

加することを指摘しており，森岡ら18）はマツカワの放流時期に

より官騨ヰ環境が異なるため，放流魚の成長と生残に影響を与え

る大きな要閣となっていると指摘している。これまで，志津川l

湾において時期別に餅斗環境や放流魚の摂餌状態を調査した

結果はないが，燐県である岩手県の宮吉湾では， 7月上旬にホ

シガレイ稚魚の好適な鍋斗となる表主性のヨコエビが豊富に

柄生するが， 8月末には餌科環境が悪化していたちことが報告さ

れている。また，同じく隣県である福島県の松川浦では，全長

80mmで放流する場合，鰯斗環境面からアミ類が多く出現する

8月までに放流することが望ましし、としている1句。これらのこと

から，志津川湾における官酔ヰ環境の時期別の推移についても同

様と考えられ，このことがイ型藷苗の減耗を軽減している可能

性が考えられた。一方，ブ型種苗の平均全長は105.7～108.4m

mで、あるが，本語は，全長lOOmmで糊：ヰカ泊コエビ類（瑚却

からヤドカリ，エビ，カニ類（十脚医）に変化するとの報

告がある九乃ーらぬは形態，体色行動，倒：ヰが変化する等，

生活史上何らかの転換嬬に成長明舌力の劣勢な｛国体料度食な

どによって減耗している可能性を指摘している。このことから

ブ哩種苗は，鰯斗が変化する転換期に放流されるために，；J型

種苗と比べて生残に不利である可能性が考えられた。

また，食害は捕食者と被食者のサイズに依存しており，方対東

サイズを検討する際に放流場所の捕食者も考慮する必要があ

る。山下らl勺主ヒラメで財省食者と被食者の全長比が約3倍

を越えると捕食が増大し，放流場所で援集したアイナメ等の捕

食者のサイズから全長10c m前後で、放流するのが効率的で、あ

るとした。和田司は，ホシガレイ種芭の全長が70mm以上であ

ればヒラメからの捕食が受けにくく， 80mm以上あれば被食間

避に極めて有効であるとしている。本訴験のイ型種苗の全長は

65.5～70.4mmで、あり，和田が指摘する被食を回避する有効な

サイズまで、は至っていなし、一方，聞き敢り調査によれば，放

流場所である志津川湾奥は，志津jii湾口部や湾タトよりもブ曜の

ヒラメが少ないとのことであり，このことが志津川湾奥で；J型

種菌の減耗を軽減している可能性の一屈と考えられた。

また， d型種苗の確認串が高くなった要国として，魚体の大

きな個体が志津川湾外へ移動分散する一方，魚体の小さな個体

は湾内，あるいはその付近に留まってそれらが多く漁j聾された

可能性がある。中村らめは成長が遅く，放流翌年の夏までにあ

るサイズに達しなかった個体は，夏以降もそのまま放流地点属

辺に留まり成長を続ける可能性を指摘している。本試験の結果

では，気仙沼及ひ志津Jil荷魚市場と石巻魚市場別に比較しても，

小型種苗の確認、率が大型種苗のそれよりも同等あるいは高か

った（穀）。放流魚の採集場所である気仙沼及び志津川南魚市

場は，放流場所近くの沿岸で束IJ網，定霞網の漁獲物が水揚げさ

れる一方，石巻魚市場では放流場所から高齢した場所で操業する

沖合底曳や・；J型底曳の漁獲物も水揚げされる。イ型底曳の操業

f観或は，金華山積上を通る緯練以南から宮城県と福島県との県

界真東の線に韮る宮城県沖合海面となってし、ることや沖合底

曳で、は概ね水深130m以浅は操業禁止となっていることから

イ型種苗が湾内あるし、はその周辺に多く留まって漁獲された

もので、はなく，生残の楚によるものと考えられた。

以上のことから，志津川湾では6Yl中旬から7月上旬に湾奥の

河口付近の波打ち際から方交流するのが経済的である可能性が

示唆された。今後は，；J遅訪＆：＇6在についての実証診織を実施する

必要があると考えられる。また，本令妙、で試算した経費は2005

年当時のものであり，現在では光索費や輯代が上がっているた

め，さらに経費を節減し経詩的な効果を高めるようにしなくて

はならない。そのためには，量産技術を確立することに加え，

経費を削減するために中間育成を含めて鱗ヲ的な生産体制を

検討する必要があると考えられる。一方，放流効果を上げるた

めには，放流種苗に認められる自化弔問立等の形態異常魚が水

揚け百寺にほとんど確認できないことから，形態異常魚の発生率

を減少させる生産技術の向上が必要である。また，他の？観或で

放流するには，被食されにくい全長80mm以上ηで，官耳料環境の

良い7月に放流する必要がある。そのためには，水温の高い場

所で中関育成し成長を早めることを検討する必要がある。実際

に県センターで生産された種苗は， i有三臨町で中関育成を開始

する時期に本県南部の七ヶ浜町で、も中間育成を開始している

が， 2006,2007年には6月下旬にそれぞれ本均全長86,88mm 

に成長し，放流している21,22）。さらに，経済的な効果を高める
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ためには，ブランドイヒを図っていくことや現在実施している自

主的な漁獲全長制眼を30c mから高級商材として取り引きさ

れるサイズの35cmlこ引き上げることを検言すずる必要がある。

また，本報告では，放流サイズJjljに損益まY皮回収率を求めるた

めに，生活島経費は単年で試算し，回収金額についてはシミュレ

ーションを用いた。今後は，棲数年に渡って試算を行い，経済

回収率を百科面することが必要である。

要約

宮城県北部に位置する志津川湾において，平均全長65mmの

ホシガレイ種苗を6月下旬から7月上旬に放流し，平均全長100

m mで9月上旬から中旬に放流し，両者の回叙状況を比較しf4,

1) 6丹下旬から7月上旬に放流したイ型種苗の屈収状況は， 9月

上旬から中旬に放流した大型種苗のそれと同等あるいは上

回った。

2）従来の放流方法で劾包しが哩種高の経済回収率は0.66で

あったのに対し， d型種苔のそれは1以上で、あった。

3）忠津Jll湾では6月中旬から7月上旬に湾奥の河口付近の波打

ち際から平均65mmで放流するのが経済的である可能性が

示唆された。
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